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和

十

六

年

師

十

六

年

昭

和

十

七

年

＼
齢
間
六
舟
九
師

二
金
六
白
月
二
千
九
回

七一

受
託
調
査

日日

受
託
調
査

受
託
調
査

以
上
ノ
外
鈴
木
技
師
ハ
興
亜
院
嘱
託
ト
シ
テ
曲
家
彊
ニ
出
張
シ
テ
鉱
床
調
査
ニ
従
事
シ
、
叉
石
井
技
師
ハ
外
務
省
婦
託
ト
シ
テ
、
片
山
（
信
）
技
師
及
斎
藤
技
踊

ハ
外
務
省
一
託
及
拓
務
省
嘱
託
ト
シ
テ
仏
領
印
度
支
那
ニ
出
張
シ
各
種
鉱
産
資
源
調
査
ニ
従
事
セ
リ
。

藤

技

片
山
（
信
）
技
師

山

回

技

師

十

六

年

昭

和

十

七

年

自市

昭

和

十

六

年

昭

和

十

六

年

昭

和

十

七

年

師

＼
自

七

月

十

七

日

戸
至
七
月
三
十
一
日

＼
自

八

月

六

日

戸
至
一
月
一
一十
九
日

H

自

八

月

六

日

戸
至
一
月
三
十
一
日

＼
由
同
十
月
十
六
日

f

至
十
月
二
十
一
日

「
自

十

月

十

六

日

三
至
十
月
二
十
五
日

＼
自
二
月
十
一
一
日

戸
至
二
月
二
十
一
日



二
、
燃
料
地
質
調
査

〈
第
三
部
担
当
）

本
年
度
ニ
於
テ
施
行
シ
タ
ル
池
田
地
質
精
査
、
誠
錐
越
－
一
一
特
別
調
査
ノ
各
調
査
区
域
、
調
査
員
其
ノ
他
ハ
左
ノ
如
シ
。

、子

' 

~I:; ~I:; ~t; 新新新滋

油
海海海

道

潟潟潟讃
賀

道道県県県県

登徳杵頚石古
査下

回
富富臼城黒燭 白

一
、
泊
同
地
質
精
査

油油油油油泊

件ヲミ

名
回回回回回回ご

、
特

名然

~I:; ~t; ~I:; 西西西
瓦

部

（調

査
員
）

片
山
（
勝
）
技
師

部部部部部jllj 斯

竹t1' 
調

橋池沢森

本原辺田島原

技技技嘱技技

師

外

昭

和

十

六

年

昭

和

十

六

年

師

昭

和

十

六

年

師

昭

和

十

六

年

託郎

昭

和

十

六

年

師

昭

和

十

六

年

を
〈
官
民
受
託
ヲ
合
ム
〉

池
（
調
査
員
〉

辺

技

師

外

昭

和

十

ノ、

年 業

期

間

＼
自

八

月

戸
室
十
二
庁

六九

「
自

七

月

二
金

十

月

九五

『
自

七

月

f

窪

十

月

二八

＼
自
七
月
二
十
七
日

戸
歪

十

二

月

九

日

「
自

六

月

十

九

日

「
蚕

七

月

三

十

日

＼
自

十

月

十

七

日

／
歪

十

二

月

五

日

業

期

時

ha
四

月

鴎

百

戸
翌

四

月

十

二

日 日目日日回目

記

事

記

事

ヨ正



山
形
県
飽
海
郡
西
遊
佐
村
及
新
潟
県
西
蒲
原

郡
、角
田
村
試
錐
地
々
質

秋
田
県
河
辺
郡
仁
弁
図
村
及
山
形
県
西
田
川

郡
袖
浦
村
試
錐
地
均
質

秋
田
県
及
新
潟
県
石
油
試
錐
地
々
質

千

葉

県

長

生

郡

茂

原

町

天

然

瓦

斯

秋
田
県
南
秋
田
郡
大
平
山
、

豊
川
油
田
問
地

質秋
田
県
山
本
郡
八
森
油
田
天
然
瓦
斯

秋
田
県
河
辺
郡
仁
井
田
村
及
新
潟
県
西
蒲
原

郡
角
田
村
試
錐
地
均
質

北
海
道
宗
谷
郡
猿
払
村
浅
茅
野
炭
田

滋

下

瓦

天

然

、資

県

中
華
民
国
河
北
省
臨
城
炭
田
南
接
予
想
炭
田

中

華

民

国

山

東

省

磁

客

炭

田

中

華

民

国

山

東

省

高

村

炭

田

中
華
民
国
山

東

省
南
村
南
方
予
想
炭
田

秋
田
県
秋
田
市
及
岡
県
河
辺
郡
仁
井
田
村
試

錐
地
・4
質

青
森
県
秋
田
県
及
山
形
県
油
砂
及
ア
ス
フ
ア

レ
L

・

静
岡
県
藤
原
郡
初
倉
村
及
相
良
町
石
油 斯

藤 一 、九一
阿兼三

〆一一一~一一、、

八阿兼

土土子

技

師

部

鴻

託

原木部子

技現技

師託師

土

技

師

技

師

技

片
山
（
勝
）
技
師

技

兼
、、一一一、、FーーJ
松

沢

兼

子土子

技

一
土

技技技技

手

昭

和

十

六

年

昭

和

十

六

年

昭

和

十

大

年

「
自

四

月

十

二

日

二

金

四

月

十

五

日

「
自
四
月
二
十
四
日

F

至

五

月

一

日

「
自

主

月

五

昭

和

十

六

年

戸
至

五

月

十

七

日

昭

和

十

六

年

「
自

五

月

十

五

日

戸
至

六

月

二

十

日

「
自
五
月
二
十
六
日

昭

和

十

六

年

一
歪

六

月

十

日

昭

和

十

六

年

一

自

六

月

五

日

戸
至

六

月

十

師

昭

和

十

六

年

昭

和

十

六

年

師

昭

和

十

六

年

師

十

六

年

昭

和

十

七

年

師

昭

和

十

六

年

師

昭

和

十

a
六

年

師

「
自

七

月

戸
至

七

月

十五

「
自

七

月

「
至
八
月

八十

」

自

七

月

七

日

二
怠

七

月

十

九

日

『
自

八

月

六

日

「
至
一
月
三
十
一
日

「
自

九

月

十

五

日

戸
至

九

月

十

八

日

「
自
九
月
二
十
六
日

「

至

十

月

六

日

「
自
十
月
二
十
七
日

一
一
会
十
一
月
一
日

占

ノ、

日日

受
託
調
査

日目

受
託
調
査



新

潟

県

柏

崎

市

試

錐

地

4

質

新

潟

県

古

志

郡

東

山

油

田

坑

道

掘

新
潟
県
及
秋
田
県
石
油
試
掘
地
4

質

新
潟
県
柏
崎
市
及
秋
田
県
秋
田
市
試
錐
地
々

質新
潟
県
柏
崎
市
及
同
県
刈
羽
郡
田
尻
村
試
錐

地
4
質

秋
田
県
秋
田
市
及
新
潟
県
刈
羽
郡
田
尻
村
試

錐
地
身
質

千
葉
県
安
房
郡
鴨
川
町
附
近
石
油
及
天
然

瓦
斯

----c,_,. 
池池池

土

技

師

間

和

十

六

年

阻

和

十

六

年

昭

和

十

七

年

昭

和

十

七

年

昭

和

十

七

年

「
自

十

一

月

五

日

戸
至
十
一
月
十
五
日

＼
自
十
三
月
二
十
五
日

戸
至
十
二
月
二
十
九
日

＼

向

回

二

日

μ

戸
至

二

月

七五

日臼

受
託
調
査

辺

技

師

「
自
三
月
二
十
二
日

f

至
三
月
二
十
六
日

h

自
三
月
二
十
五
日

戸
至
三
月
三
十
一
日

以
上
ノ
外
八
木
技
師
ハ
拓
務
省
甥
託
ト
シ
テ
樺
太
ニ
出
張
シ
石
炭
調
査
ニ
、
叉
外
務
省
婦
託
ト
シ
テ
仏
領
印
度
支
那
ニ
出
張
シ
石
油
調
査
ニ
従
事
セ
リ

三
、
試

錐

（話

錐

地

秋
田
県
河
辺
郡
仁
井
田
村
（
仁
井
田
第
三
号
試
錐
）

秋
田
県
河
辺
郡
仁
井
田
村
（
仁
井
田
第
四
号
訴
錐
）

秋
田
県
秋
田
市
茨
島
町
（
淡
島
第
一
号
試
錐
）

山

形

西

回

郡

県

！｜｜ 

袖

新
潟
県
西
清
原
郡
角
田
村
（
角
田
第
二
号
試
錐
）

柏
崎
市
（
柏
崎
第
一
号
試
錐
）

新

潟

県

新
潟
県
刈
羽
郡
田
尻
村
（
柏
崎
第
二
号
試
錐
）

滞

調村

辺

技
・
師

辺

技

師

土

技

師

査
（
誠
錐
深
度
）米

三
0
0

・。。

三
0
0
・0
0

三
四
五
・
五
七

三
0
0
・0
0

三
0
0
・0
0

三
0
0
・0
0

三
0
0
・0
0

完
了
完
了

（記

事

予
定
深
度
三
五

O
米
ナ
リ
シ
モ
地
層
崩
壊
ノ
為
上
記
深
度
ヲ
以
－
7

中
止
ス

完
了
完
了
完
了
完
了

七



三
、
物
理
探
鉱
及
試
錐

本
年
度
ニ
於
テ
脆
行
シ
タ
ル
物
理
探
鉱
及
試
錐
左
ノ
如
シ

，－、！

謁

査

島

根

県

鹿

足

郡

群
馬
県
利
根
郡
、
吾
妻
郡

福

島

県

双

葉

郡

岡

山

県

川

上

郡

兵

庫

県

宍

粟

郡

青

森

県

下

北

郡

奈

良

県

吉

野

郡

一
、
鉱

地津
和
野
鉱
山

大

道

鉱

山

上

岡

鉱

山

相本

山山

鉱鉱

山山

高

野

鉱

山

大

正

鉱

山

川

股

鉱

山
床

探
磁磁磁磁磁電電

｛
第
四
部
担
当
）

主宰（
探
鉱
法
〉

気気気気気気気

探探探探探探事案

鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱

松淵総佐車窓佐総佐
，戸ーー~ 、、一一一一、、

井村渡室紺金田服
（
調
査
員
）

元田川藤川藤川藤上上井村部！辺住野

技技技技技談技技技技技技技技技技

師

昭

和

十

六

年

野

昭

和

十

六

年

手

問

和

十

六

年

手師

昭

和

十

六

年

手間

昭

和

十

六

年

手師

回

和

十

七

年

師

昭

和

十

六

年

手

昭

和

十

六

年

手手師

八

外

調

期

閲

査
，－、一、，~、ヘ

至自至自

四四四四

月月月月

十六十一
九九
日日日日

」
自
五
月
二
十
一
日

戸

至

六

月

十

日

『
自
六
月
十
一
日

〆
至

七

月

九

日

＼
自
二
月
二
十
八
日

f

至
三
月
二
十
八
日

「

自

四

月

四

日

戸
至
四
月
二
十
八
日

」
自

四

月

六

日

戸
歪
四
月
二
十
八
日

昭
和
十
六
年
～
自
七
月
二
十
五
日

戸
至
八
月
三
十
一
日

手手師

』
自
六
月

戸
至
七
月

十六

日日



山

形

県

南

村

山

郡

赤

山

鉱

山

岩

手

県

和

賀

郡

榔

沢

鉱

山

岡

山

県

久

米

郡

坪

井

鉱

愛

媛

県

喜

多

郡

大

久

喜

鉱

山

鹿箆鹿福大静静穏福

児児児岡分間岡島鳥

島島島県県県県県県
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日JIIJ 11 茂万沼
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串東春昼字台ケ羽高

木 日野佐寺島根玉
野鉱
鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱

山山山山山山山山山

二
、
泊

調

査

地

山田

電電電電電
探

気気気気気
を（

探
鉱
法
）

探探探探探

鉱鉱鉱鉱鉱
ーーーーーーー一ーー一一ー「

「

福

永

技

術

～
野

口
（
勝
）
技
手

一

松

尾

麗

~ーへー＼

松野福

史永
尾勝

話技

雇手師

「福

永

技

師

ム
野
口
（
勝
）
技
手

｛

八

坂

雇

~、【ーー、

八渡福

辺永

坂技技

八平加野

ロ来
（調
査
員
）

波

江

野

技

師

石松栗

原

技尾
嘱技

林坂

雇手師

昭

和

十

六

年

回

和

十

六

年

昭

和

十

六

年

昭

和

十

六

年

昭

和

十

七

年

託

昭

和

十

六

年

締震

」 ～ー／

昭

和

十

ノ＼

年

雇

野

タ＋

＼
自

豆

月

十

八

日

J

至
六
月
二
十
一
日

＼
自
六
月
二
十
二
日

f

主
七
月
二
十
四
日

H

自
八
月
十
一
一

／
至

九

一

月

十

日

＼
白

二

月

十

四

日

二
会
三
月
十
四
日

＼
自

九

月

一

B

J

至
十
月
二
寸
三
日

＼
自

九

月

一

日

戸
至
十
月
二
十
九
日

＼
自

九

月

／
至
十
一
月

九一

回目

調

査

筒

期
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和

十

ノ、

年
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年
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和
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年
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新 ~~ 山

海
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郡
県
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、
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飽
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郡、

海
減 タ

張

郡 郡 郡
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震 震 震
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和 和 和 和 和 和 和 和 和和 和和 和

十 十 十 十 十 十 十 十 十十十十十十 十

ノ占、 ムノ、 ｛ ノ、 ノ占、 ノム、 ｛ ，、 占ノ、 ノ占、 七六 六 七六六 ノ占、

年 年 年 年 年 年 年 年 年年年 年年 年 年＿.，，.＿園、 ，....，.＿『
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至自至自至自至自至自至自 至自至自至自至自 至一自至自至一自至自至十十自
。

八五八七七六八六八六五五 十五十六十六六五 二十十七二十七七一一

月月月月月月月月月月月月 月月月月月月月月 月月月月月月月月月月
一一一 一 一

二四二U八二八二八士四 二十六十二十王十十十
一一一一 一一一
十十十一十一五十

八 一 七六七十七十六
日日目白日日 日目 日目白日 日日 日目 日日日目 日日目白日日日日日日



新

県

顕

成

潟

中

山

形

飽

海

県

三
、
特

調

査

地

中

華

民

国

山

西

省

繁

崎

県

（

鉛
鉱）

中

華

民

国

河

北

省

深

県

（

鉄

鉱

）

朝
鮮
忠
清
北
道
、
慶
尚
北
道
関
慶
鉄
山

中
華
民
国
安
徽
省
徐
県
破
山
口
（
銅
鉱
）

中
華
民
国
安
徽
省
当
塗
県
南
山
（
黄
鉄
鉱
）

中
華
民
国
安
徽
鏑
省
陵
県
銅
官
山
A

黄
鉄
鉱
V

k
 

i
t
 

－

－

－
 

J
 

f
’
 

中

華

民

国

華

北

省

臨

減

炭

田

中

華

民

国

河

南

省

六

河

鴻

炭

田

郡郡ZIJ 

重重
探

磁電磁

、一一、一ーノ
電地

カ力
を（

探
鉱
法
）

気気気ι気It 

探

鉱

探

鉱

村

上

技
中沢

技技

探探

縦
一
一一
銅
山
勝
静
前
）

深

鉱

探探

鉱

ー一
一明

鉱

回広松淵

元田
（
調
査
員
）

賂佐

川藤

，＿＿＿.........ー＼

渡室紺

田井田 辺住野
滝野山 ＝ 

技技技 z技技技

雇雇雇手手師 1手手師
、ーーーーー、r一一ー~ 、一一、，..－＇

技技

師

昭

和

十

J、
年，....，...『

，＿，、，、，~、．． 、，‘~酬、，・4』由、
至自至自至自至自
十十
一十九七ー十九七

月月月月月月月月
十十十一十十十一
十十

二三九一二三九一

日日日日日日白日

雇

昭

和

十

六

年

藤

昭

和

十

六

年

手師
、’...，＿.

昭

和

十

六

年

手踊

昭

和

十

六

年

十

七

年

野

外

十

六

年

昭

和

十

七

年

昭

和

十

六

年

十

六

年

昭

和

十

七

年

｛
到
拙
朋

六九

日日

調

査

関

期

『

自

十

月

一

日

戸
至
一
月
三
十
一
日

『
自
八
月
二
十
二
日

戸
至
九
月
二
十
二
日

『
自
十
月
二
十
四
日

戸

歪

一

月

七

日

' 

『
自
十
月

戸
至
l

二

月

七四

日日

1‘ 



四
、
試

（試

錐

地

福
島
県
南
会
津
郡
大
宮
鉱
山
第
五
号

福
島
県
南
会
津
郡
大
宮
鉱
山
第
六
号

福
島
県
南
会
津
郡
大
宮
鉱
山
第
七
号

群
馬
県
利
根
郡
大
道
鉱
山
第
一
号

群
馬
県
利
根
郡
大
道
鉱
山
第
ニ
号

鳥
恨
県
簸
川
郡
鵜
峠
鉱
山
第
一
号

島
根
県
簸
川
郡
鵜
峠
鉱
山
第
二
号

島
根
県
簸
川
郡
鵜
峠
鉱
山
第
三
号

島
根
県
簸
川
郡
鵜
峠
鉱
山
第
四
号

島
根
県
簸
川
郡
鵜
峠
鉱
山
第
五
号

深五
ニ
・

五
米

六
0
・0
米

五
一
・

O
米

六
0

・0
米

一0
0
・0
米

六
0

・0
米

四
五
・

O
米

七

0

・0
米

六
0

・0
米

六
0

・0
米

四
、
測
量
及
製
岡

甲、J

錐

度
（
第
五
部
担
当
）

本
年
度
ニ
於
テ
ハ
図
幅
調
釜
ニ
伴
フ
測
量
ハ
之
ヲ
行
ハ
ス
。

滋q

量

一
、
図
幅
調
査
＝
伴
フ
測
量 （

箇
数
）

（
作
業
員
）

一

小

林

職

ヱ

ニ
紺
野
技
師
調
査
）

小

林

職

工

」
（
佐
藤
技
師
調
査
）

＼ー一一ー一一－ v一一 、ノ

最小

襲林
師職
調

きェ

作

昭

和

十

六

年

昭

和

十

六

年

十

六

年

昭

和

十

七

年 ’~ 業

期

関

『

自

四

月

十

八

日

戸
至
矢
月
二
十
七
日

『
自
六
月
二
十
八
日

戸
至
九
月

A

日

「
自
九
月

ご
金
一
月

八九，

日目



＝
、
地
質
鉱
床
調
査
エ
伴
フ
測
量

誤H

地

本
年
度
ニ
於
テ
施
行
シ
タ
ル
地
質
鉱
床
調
査
ニ
伴
フ
測
量
ハ
左
ノ
如
シ
。

業

量

群
馬
県
吾
妻
郡
東
六
合
鉱
山

兵
庫
県
朝
来
郡
但
馬
鉱
山

中
華
民
国
山
東
省
背
島
特
別
市

中
華
民
国
河
北
省
昌
平
県

群
馬
県
吾
妻
郡
東
六
合
鉱
山

福
岡
県
田
川
郡
赤
村

千
葉
県
安
房
郡
鴨
川
鉱
山 名

（
測
量
員
）

「
鈴
木
（
昇
）
技
手

一

小

川

技

手

」
加

藤

技

手

一
鈴
木
（
昇
）
技
手

一

森

問

題

一

大

久

保

雇

外

期

関

杉芦

沢

技崎

雇手

昭

和

十

六

年

（

到

沼

朋

七九

和

田

技

手

「
自
十
月
十
六
日

昭
和
十
六
年
一
至
十
月
二
十
五
日

森

技

昭

和

十

六

年

（

自

七

月

九

日

～
至
七
月
三
十
一
日

手

昭
和
一
什
出
伴
一
平
叫
朋
一一
一
村
一
回

下

技

手

十
六
年
「
自
八
口
月
六

昭
和
十
七
年
一
至
一
月
二
十
九
日

山加

キ

美

技

手

杉

崎

技

昭
和
十
六
年
一
掛
川
朋
什
一
日
間

手

、」一、ー一一／、一、fー／
昭昭

和和

十十

七六

年年
，＿，、，、，、J、ー、

至自至自
コー十十

月月月月

七十干三
一四
日日日日

－
－
一
、
蛾
耕
地
質
問
牽
－
－
伴
フ
測
量

本
年
度
ニ
於
テ
施
行
シ
タ
ル
燃
料
地
質
調
査
ニ
伴
フ
測
量
ハ
友
ノ
如
シ
・

‘ 

（記

事）

日日

斎
藤
技
師
ノ
調
査
ニ
伴
フ

斎
藤
技
師
ノ
調
査
ニ
伴
フ

岩
生
技
師
ノ
受
託
調
査
ニ
伴
フ

回
中
技
師
ノ
受
託
調
査
ニ
伴
フ

斎
藤
技
師
ノ
調
査
ニ
伴
フ

片
山
（
信
）
技
師
ノ
受
託
調
査
ニ
伴
フ

-一日ψ崎



測

量

地

〆
名）

北
海
道
杵
臼
油
国

北
海
道
登
油
田
北
部

北
海
道
宗
谷
郡
猿
払
村
浅
茅
野
炭
田

新
潟
県
頚
城
郡
油
田
西
部

中
華
民
国
河
北
省
臨
城
炭
田

山
東
省
高
村
炭
田

新
潟
県
南
魚
沼
郡
塩
沢
油
田

（
測
量
員
）

－－－－－－－ー一、

一窪山

木田

丸技技

／ー一ー一一一ー，、ー一ーー一一＼

中中磯鈴

木

正

技

手

沢沢

中

沢

金

子

一小吉堀

本松
技
技技技技技

回
技

丸

雇手手

外

業

期

関

昭

和

十

六

年

｛

自

五

月

二

十

日

戸

至

八

月

十

手

昭
和
十
六
年
｛
到
村
一
間

ιハ間

昭
和
十
六
年
｛
到
付
朋
十
九
ハ
間

『
自
六
月
十
六
日

昭

和

十

六

年

一

至

七

月

十

二

日

昭

和

十

六

年

（

到

判

朋

付

回

手手手

『
自
七
月
十
三
日

昭

和

十

六

年

一

至

八

月

八

日

雇雇手手

昭昭昭昭

和和和和

十十十十

/-.., /-.., /-.., / .... 

年年年年
，..＿，、，、，~、世旬、，．，、，h、，~、，、

至自至自至自至自

十七十六十六七六

月月月月月月月月
二十十一十一一一
十ム十ー十十十
一一JL五一五四五
日目白日日日日日

手

昭

和

什

出

梓

（

到

4
朋
ゴ
一
一
点
一
回

手

「

八

月

十

五

日

昭

和

十

六

年
一
卦
十
－
月
三
十
日

『

八

月

十

五

日

昭
和
十
六
年
一
割
九
、
月
二
十
三
日

『

自

九

月

十

昭

和

十

六

年

一

至

十

月

九

日

『
自
九
月
十
五
日

昭
和
十
六
年
一
至
十
一
月
三
十
日

雇手雇

四（記

事

竹
原
技
師
ノ
調
査
ニ
伴
フ

片
山
（
勝
）
技
師
ノ
調
査
ニ
伴
フ

片
山
（
勝
）
技
師
ノ
受
託
調
査
ニ
伴
フ

池
辺
技
師
ノ
調
査
ニ
伴
フ

松
沢
技
師
ノ
受
託
調
査
ニ
伴
フ



新
潟
県
北
蒲
原
郡
黒
川
油
田

上技

麗

昭

和

十

六

年

｛

朝

協

朋

寸

↑

問

『
自
十
月
十
八
日

昭
和
十
六
年
一
一
金
十
一
月
十
二
日

手

目
、
物
理
探
査
＝
伴
フ
測
査

本
年
度
ニ
於
テ
施
行
シ
タ
ル
物
理
探
査
ニ
伴
フ
測
量
ハ
左
ノ
如
シ
。

測

量

名

地

兵
庫
県
宍
粟
郡
高
野
鉱
山

島
根
県
鹿
足
郡
津
和
野
鉱
山

山
形
県
南
村
山
郡
赤
山
鉱
山

岩
手
県
和
賀
郡
榔
沢
鉱
山

群
馬
県
利
根
郡
、
吾
妻
郡
大
道
鉱
山

奈
良
県
吉
野
郡
川
股
鉱
山

新
潟
県
中
頚
城
郡

福
島
県
双
葉
郡
富
岡
鉱
山

北
海
道
札
幌
郡
、
空
知
郡
、
夕
張
郡

和茅鉄
（測

量

員
）

田山羅

技技

山
下
（
章
）
技
手

技

宮徳堀

沢蔵本JI I 

技技技技

手

昭
和
十
六
年
｛
封
有
一
－
一
一
計
四

外

業

期

関

昭
和
十
六
年
一
割
問
朋
－
一
村
八
回

手

昭

和

十

六

年

一

白

四

月

六

日

～
至
四
月
二
十
九
日

手

昭

和

十

六

年

（

自

五

月

十

八

日

～
至
七
月
二
十
四
日

昭

和

十

六

年

｛

封

一

話

一

三

回

手

昭

和

十

六

年

｛

封

出

朋

十六

昭

和

十

六

年

（

自

六

月

～
至
八
月

二八

手手

昭

和

十

六

年

一

割

出

朋

正

一

回

手

日目

西
川
技
師
ノ
調
査
ニ
伴
フ

昔日

事

村
上
技
師
ノ
調
査
ニ
伴
フ

淵
田
技
師
ノ
調
査
ニ
伴
フ

福
永
技
師
ノ
一
調
査
ニ
伴
フ

佐
藤
技
師
ノ
調
査
ニ
伴
フ

服
部
技
師
ノ
調
査
ニ
伴
フ

日日

飯
田
技
師
ノ
調
査
ニ
伴
フ

佐
藤
技
師
ノ
調
査
ニ
伴
フ

－
五



山
形
県
飽
海
郡

新
潟
県
中
頚
城
郡

青
森
県
下
北
郡
大
正
鉱
山

岡
山
県
久
米
郡
坪
井
鉱
山

朝
鮮
忠
清
凶
道
関
慶
鉱
山

慶
尚

1
道

福
島
県
高
玉
鉱
山
、
赤
羽
根
鉱
山
、

静
岡
県
湯
ケ
島
鉱
山
、
蓮
台
寺
鉱
山

補
岡
県
星
野
鉱
山
、
大
分
県
字
佐
鉱

山
、
鹿
児
島
県
串
木
野
鉱
山
、
春
日

鉱
山
、
東
鉱
山

新
潟
県
中
頚
城
郡

山
西
省
繁
崎
県

中
華
民
国
河
北
省
撚
県

中
華
民
国
河
北
省
臨
城
炭
田

河
南
省
六
河
湾
炭
田

山
形
県
飽
海
郡

野藤山芦細加篠窪山野宮小高

口本沢藤木木回口沢松

技技技
中

技
井

技技技技技
嶺
技

手

昭

和

十

六

年

｛

到

抗

朋

六九

手

『
自
九
月
十
注
目

昭

和

十

六

年

一

至

九

月

十

九

日

手

『
自
七
月
二
十
五
日

昭
和
十
六
年
一
至
八
月
三
十
一
日

『
自
七
月
二
十
五
日

昭

和

十

六

年

一

室

八

月

五

日

雇手

『
自
八
月
十
一
日

昭

和

十

六

年

Z－
一
九
月
十
日

「
自
八
月
十
－

昭
和
十
六
年
一
軍
卓
八
月
二
十
－
日

雇手

「
由
同
八
月
二
十
二
日

昭
和
十
六
年
一
至
九
月
二
十
二
日

手

、ー司ヨ

L
3
4

昭
和
十
六
年
一
部
七
ノ
一
則

九一

手

「
自
九
月
二
十
六
日

昭

和

十

六

年

主

芋

二
月

十
二
日

手

十

六

年

｛

自

十

月

一

昭
和
十
七
年
一
至
一
月
三
十
－
日

十

六

年

『

自

十

月

昭

和

｛十

七

年

戸

歪

二

月

七四

手雇

十
六
年
『
自
十
月
三
十
一
日

昭

和

十

七

年

一

至

三

月

二

日

昭
和
十
六
年
一
軒
高
一
一
一
押
田

手

大

日目

波
江
野
技
師
ノ

調
査

伴
フ

淵
田
技
師
ノ
調
査
ニ
伴
フ

村
上
技
師
ノ
調
査
ニ
伴
フ
’

福
永
技
師
ノ
調
査

伴
フ

佐
藤
技
師
ノ
受
託
調
査
－
一
伴
フ

日日

加
来
技
師
ノ
調
査
ニ
伴
フ

村
上
技
師
ノ
調
査
ニ
伴
フ

淵
田
技
師
ノ
受
託
調
査
ニ
伴
フ

日日

飯
田
技
師
ノ
受
託
調
査
ニ
伴
フ



愛
媛
県
喜
多
郡
大
久
喜
鉱
山

岡
山
県
川
上
郡
本
山
鉱
山

相
山
鉱
山

附

記

加

藤

技

手手

昭
和
十
七
年
（
封
一
一
一
朋
什
醐
間

昭
和
十
七
年
｛
泊
三
朋
ニ
什
小
田

－
 
－
佐
藤
技
師
ノ
調
査
－
一
伴
フ

堀

本

技

福
永
技
師
ノ
調
査
二
伴
フ

山
田
嘱
託
ハ
興
亜
院
甥
託
ト
シ
テ
鈴
木
技
師
ニ
随
ヒ
蒙
彊
方
面
ノ
測
量
ヲ
施
行
セ
リ
、
徳
蔵
技
手
ハ
興
亜
院
帰
託
ト
シ
テ
紺
野
技
師
ニ
随
ヒ
中
支
那
方
面
ノ

測
量
ヲ
施
行
セ
リ
、
品
開
ホ
外
務
省
並
ニ
拓
務
省
ノ
嘱
託
ト
シ
テ
芦
沢
技
手
ハ
石
井
技
師
二
随
ヒ
、
加
々
美
技
手
ハ
斎
藤
技
師
ニ
随
ヒ
、
鉄
羅
技
手
ハ
片
山
（
信
）

技
師
ニ
随
ヒ
、
和
田
技
手
ハ
八
木
技
師
ニ
随
ヒ
共
ニ
仏
領
印
度
支
那
万
函
ノ
測
量
ヲ
施
行
セ
リ

ハ
乙
〉

製

図
幅

図

申国

名

七
万
五
千
分
ノ
一
図
幅
地
形
原
図
ノ
本
年
度
中
ニ
完
成
セ
ル
モ
ノ
其
数
四
、
着
手
後
未
完
成
ノ
モ
ノ
其
数
五
ニ
シ
テ
其
ノ
図
幅
名
、
製
図
員
其
他
左
表
ノ
如
シ
・

（記

事

久津

和

和

歌

豊都

一
、
図

世

製

笹

野山

水

同智

神

図

原

技

宮

山

野

技

宮

山

村

技

員技技

手 手 手

昭
和
十
五
年
度
着
手

本
年
度
完
成

昭
和
十
五
年
度
着
手

本
年
度
完
成

昭
和
十
四
年
度
着
手

本
年
度
完
成

手

本

年

度

着

手

本
年
度
完
成

手

昭
和
十
三
年
度
着
手

本
年
度
未
完
成

’t; 



E包船山塩鬼

図

形

兵
庫
県
但
馬
鉄
山
地

質
図
其
他

郷

図
津

I由
名名

原津本

~~ 

部

相秋笹

宮
見野原

＝

、

地

質

鉱

床

図

原

縮
至自

五
百
分

五
千
分

首・

至自

五
百
分

五
万
分

自

百

分

至
二
十
万
分 尺

其坑鉱其坑鉱其坑鉱
山種

内床内床内床
技技技類

手手手

技

手

三
、
油
田
地
形
及
地
質
国
（
燃
料
〉

問

万 ‘縮
分
ノ 尺

（
員
数
）

他図図

（
員
数
）

昭
和
十
四
年
度
着
手

昭
和
十
五
年
度
着
手

本

年

度

着

手

本

年

度

着

手

他図図他図図

一三四
四太八

技
手
萱
閥
、
草
深
、
山
下
、

高
木
、
雇
安
室
、
小
島
、

吉
見
、
嘱
託
浅
間

製

図

萱
間
技
手
、
小
島
雇
、

浅

岡
県
託

一一一一一一一
秋
野
技
手
、
山
下
技
手

浅
岡
県
託
、
吉
見
雇

四
七

技森
手技
、手
安、

室茅
湯山
技
手

山
下
技
手

鈴
木

製

図

員

i¥ 

本
年
度
未
完
成

本
年
度
未
完
成

本
年
度
未
完
成

本
年
度
末
完
成

員

（記

昭
和
十
五
年
度
着
手

昭
和
十
五
年
度
着
手

本
年
度
着
手記

事

本
年
度
完
成

本
年
度
完
成

本
年
度
完
成

事

本
年
度
完
成



A 

石

油

熱
河
省
跳
児
溝
産
油

地
々
質
図
其
他

山
西
省
柳
泉
炭
砿
坑

内
図
其
他

千
葉
県
茂
原
天
然
瓦

斯
濃
度
図
其
他

図

回

自
百
分
ノ

至
五
百
分
ノ

二
万
分
ノ
一

自
五
百
分
ノ

至
五
万
分
ノ

自
六
百
分
ノ

至
五
千
分
ノ

回
、
物
理
探
鉱
図

名

新
潟
県
西
蒲
原
郡
赤
塚
地
内
重

力
探
査
図
其
他

図

南
方
自
図
其
他

千
島
調
査
行
程
図
其
他

五
、
特

3 

製山
、）西
其省
他大
同
炭
岡
地
質
図

複

縮

百

分EIJ 

製

縮

自
五
十
万
分
ノ

歪
ニ
百
五
十
万
分

至自

百

分

ノ

二
十
万
分
ノ

至自

五
百
分
ノ

二
十
万
分
ノ 一

六
尺

ノ

図
尺

久
松
技
手
、
宮
沢
技
手
、
中
沢
技
手
、
安

室
雇

七

萱
周
技
手
、
安
宮
雇
、
吉
見
雇

萱
闘
技
手
、
草
深
技
手
、
山
下
技
手
、
安

室
雇
、
浅
間
嘱
託

ムノ、

劃
下
技
手
、
草
深
技
手
、
吉
見
雇
、
小
島

員
数

（
員
数
V

製

図

資
問
技
手
、
吉
見
雇
、
小
鳥
麗

二
四

神
村
技
手
外
一
一
ニ
人

製

図

萱
関
投
手
、
草
深
技
手
、
高
木
技
手
、

山
下
技
手
、
鈴
木
技
手
、
安
室
雇
、

小
島
雇
、
吉
見
扇
、
浅
岡
鳴
託

四
0 

萱
間
技
手
、
草
深
技
手
、
浅
岡
田
酒
託

四

員員

本
年
度
着
手

本
年
度
着
手

本
年
度
着
手

本
年
度
着
手

（記

本
年
度
着
手

記

本
年
度
着
手

本
年
度
着
手

本
年
度
着
手

丸d

本
年
度
未
完
成

本
年
度
完
成

本
年
度
完
成

本
年
度
完
成

事

本
年
度
完
成

事

本
年
度
完
成

本
年
度
完
成

本
年
度
完
成



着
色
仏
印
ハ
ノ
イ
地
質
図

其
他

宮受・

調

査

地

崎媛

五

十

万

分

ノ

一

六
、
製
図
曇
考
資
料
調
査

（
調
査
員
）

県

萱

間

技技

岡昭

和和

十十

七七

年年
，＿...＿.、 r也J、問、

至自至自

月月月月
一十一十
十十ム
二一五ハ
日日日目

外

手手

五
、
分
析
及
品
質
試
験

ハ
第
六
部
担
当
〉

県

山

下

析

試

験

一
、
分

本
年
度
ニ
於
ケ
ル
分
析
品
目
、
個
数
、
成
分
検
定
数
細
別
左
表
ノ
如
シ
。

岩蛍加石
（品

名

石石

里

鉱

石

灰

’
岩

ボ

ー

キ

サ

イ

ト

個

数
七一四

二 O 八一

（
成
分
検
定
数
）二

一
四

一O
コ二一

二
八 臥

似
一
一
神
一
将
校
干
乎
外
三
一
一
人

業

期

関

四

ス
ト
ロ
ン
シ
ウ
ム
鉱

（ 

ロ
ロロ

名

一
、y

ケ

トタJレ

鉱鉱

ノて

Jレ

コ

ガ

ン

ン

マ重

石

水

鉛

鉱

八

記

本
年
度
着
手

。

本
年
度
完
成

西
臼
杵
郡
戸
川
岳
石
灰
岩
地
域
へ
出
張

事

喜
多
郡
電
気
探
鉱
出
張

鉱

個

数
四
一一一一一一一

五。二五
（
成
分
検
定
数
）
二
八
八

二
四
七

一
八
四

一
四
五



石

綿

鉱

物

金

銀

鉱

銅

鉱

鉛

11£ 

鉛

鉱

鉄

鉱

鉱

泉

一
五

O
二
五四

六
六
二
四
九

七j!lj 

試

五七三一 O
- 0 八八 O

鉱硫石原油天

然

石

賞

鉱

計

炭泊砂

瓦

斯

七

三
五
九
八

二
、
特

験

一
一
五
三

一O
三

，＼ー－
六r 九

九

三
九
一」ー

ノ＼

ニ
O

二
O

五。

日
本
標
準
規
格
分
析
方
法
制
定
ノ
為
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
地
金
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
地
金
ニ
就
テ
、
叉
鉱
産
物
分
析
法
協
議
会
－
一
於
ケ
ル
分
析
方
法
制
定
ノ
為
粗
鋼
、

タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
及
モ
リ
ブ
デ
ン
鉱
ニ
就
テ
研
宛
分
析
ヲ
行
ヘ
リ
。

本
年
度
ニ
於
ケ
ル
出
張
調
査
件
名
等
左
ノ
如
シ
。

一
二
、
特

（
調
査
件
名
）

鉱
産
物
分
析
法
協
議
会

夫

然

瓦

（
府
県
名
）

大

阪
、
和
歌
山

斯

千

別

調

平

業

磯 査
（
出
張
員
）

塚

技

野

技

師手

外

業

間

期
『
自
五
月
十
三
日

昭
和
十
六
年
一
至
五
月
二
十
三
日

昭
和
十
六
年
一
割
出
朋
な
七
間

兼
子

詰
ノ
調
査

伴
フ

（記

事

同

｝ 

ー



天

然

天

然

コニ

ツ

ケ

バ

ル

ト

天

然

瓦瓦瓦

六
、
報

斯斯鉱Jレ斯

秋滋福大

阪
、
京

井
、
石

回賀川都岡A-
3ミ

磯

野

技技技

手

昭
和
十
六
年
｛
到
苅
朋
一
一
せ
ハ
間

手

昭

和

十

六

年

｛

封

切

朋

九

五

回

師

昭
和
十
六
年
｛
封
切
朋
一
一
肝
肉
凶

昭昭

和和

十十

七 ．七

年年

至自至自

月

十

七

日

月
二
十
一
日

月

十

三

日

月
二
十
五
日

本
年
度
ニ
於
ケ
ル
報
告
会
ハ
二
十
三
回
開
催
シ
、
各
技
術
官
担
当
業
務
ニ
就
キ
報
告
ヲ
為
シ
、
討
議
研
究
セ
リ
・

静

告

七
、
庶
務
及
会
計

任

官

本
年
度
中
ニ
於
ケ
ル
職
員
ノ
異
動
左
ノ
如
シ
。

職

地
質
調
査
所
技
師

岡兼

商

工

技

師

森平

島

正

塚

隆

夫治

策

藤

平

塚

r一一一一~一一一一『＼

上菊石平

塚

技
田

技

藤

技回

ハ
庶
務
課
担
当
〉

員

同同

雇手手師
」ーへ；－－－－＇

早

奥

久

Ill 

遠

藤

ー」，、

郎

同同

兼
子
技
師
ノ
調
査
ニ
伴
フ

兼
子
技
師
ノ
調
査
ニ
伴
フ

力日

来

Li!~ 

堀

純

.R3 



地
質
調
査
所
技
手

同同同同同
転

任

任
九
州
帝
国
大
学

助

教

授

休

職

地
質
調
査
所
技
手

定
員
外
職
員

附

第

二

十

野

戦

兵

器

廠

附

第

一

O
一

海

軍

燃

料

廠

附

第

二

南

進

髭

隊

司

令

部

退

.，.『’
白

地
質
調
査
所
技
師

同

柏

木

重

次

郎

藤

伊中広

島

豊

1
 
1
 
1
 

草

深

源

三

郎

広野I梅兼竹磯森国

沢沢原島村

経

口

邦

臣

子

平

巴

代

次
正清

同

毅

同同

治

同同

夫

同

高

任
興
亜
院
技
師

同

勝

同海附戦隊

軍第兵第

燃一二

料O 著書十

廠ー廠野

夫

地
質
調
査
所
技
手

問

半磯藤桑高

弁谷回木

康

博

巴

代

次

士ロ士

松

尾

治

三

郎

薗桑橋篠中藤鈴

部国本木沢原木

竜士

良E

克安次健正

同同同

民E

同

民E

同任
九
州
帝
国
大
学

教

授

同

巳

附

第

二

南

進

鰻

隊

司

令

部

雄

同

男

同同

関杉菅杉高吉広.'i!U 藤大大

根崎山村所本島

節

Ji~ 

七

郎

福

久

友

紀

徹

厳

豊

文

If I 

治

文

吉

務

措置

敬

義

津

光



同
死

亡

地
質
調
査
所
技
手

（
戦
病
死
）

嘱

託

理

学

解

嘱

理

学

土士

総各沢沢

沢

邦

臣

同九
州
帝
国
大
学

助

教

授

理

学

士

中

島

登

文

学

士
二
四関

口

俊

太

務

美

信

費

野

口

高

本
年
度
ニ
於
ケ
ル
経
費
ハ
地
質
調
査
所
機
構
舷
充
、
油
田
地
質
精
査
促
進
、
鉄
鉱
及
製
鉄
用
鉱
物
資
源
調
査
、
地
質
鉱
床
調
査
促
進
、
等
ニ
要
ス
ル
経
費
ヲ

増
加
要
求
シ
以
テ
事
業
ノ
遂
行
ニ
惑
進
セ
リ
、
即
チ

経

常

部

地
質
調
査

俸事

業

臨

部

油
田
地
質
精
査

時

給費

閏

秀

穂

田

秀

穂

ご
、
経

阿

部

超
（
死
亡
〉

道一O
六
、
五
六
九

t
六
二
、
五
六
九

四
四
、

0
0
0

f
k
ヤ
時
記
紘



俸

給

事

業

費

地
質
鉱
床
調
査

俸

給

事

業

費

鉄
鉱
及
製
鉄
用
鉱
物
資
源
調
査

俸

給

事

業

費

鉱
床
水
脈
受
託
調
査

俸

給

事

業

費

一
二
、
出

地
質
調
査
所
報
告

第
一
二
四
号

昭
和
十
五
年
度
事
業
報
告

物
理
探
鉱
調
査
報
告

第

号

秋
田
県
旭
鉱
山
越
ニ
小
割
沢
鉱
山
電
気
探
鉱
調
査
報
告

商、

二
二
、
九
一
六

一
七
一
、
－
七
五

六
六
、
三
七

一
九
六
、

O
四
七

七
二
、
七
九
五

一
四
、
五
九
五

五
八
、
二

0
0

五
、
八
六
四

五
、
四
三
ニ

四
三
ニ

版

物
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其
他
左
表
ノ
如
シ
。

（
図
縞
名
）

（
調
査
員
）

業

期

外

度

宅三~

フロ

藤

信

興

前

年

船

津

近

野

ネL

昭
和
十
七
年
｛
封
弘
一
朋
抗
凹

義

釜

石

河千

昌

外

業

未

藤

忠

福

知

山

閲

了

果

ノ

成

""" フロ

図
幅
原
図
、
説
明
書
作
製

昭
和
十
七
年
九
月
完
成

外
業
未
完

図
幅
原
図
、
説
明
書
作
製
中

昭
和
十
八
年
度
完
了
ノ
予
定
’

調
査
済
地
域
ノ
資
料
整
理

昭
和
十
八
年
度
完
了
ノ
予
定

概

要



• d、出

形

脇

~t 

同本部町

早宮別平

1
 
1
 
1
 

本所
山

9亀弘文

久

年

度

宅金・
フロ

了

醐
繍
時
鍔
賊
？
市
川
珂
鵡
製
中

難
場
年
度
完
了
ノ
予
定

前

道

『
自
六
月
廿
五

g

昭
和
十
七
年
｛
歪
十
月
サ
九
日吃会・

フロ

昭
和
十
八
年
度
完
成
ノ
予
定

古
田

ク4

業

未

健

岡
和
十
七
年
｛
割
以
一
朋
什
一
一
間

外
業
未
完
、
図
帽
原
図
説
明
書
作
製
中

昭
和
十
八
年
度
完
成
ノ
予
定

本
調
査
ハ
図
隔
地
域
ニ
於
ケ
ル
鉱
床
ヲ
調
査
シ
鉱
床
ノ
成
因
ヲ
究
メ
鉱
石
ノ
種
類
、

ロ同
位
及
鉱
量
ヲ
明
カ
ニ
シ
以
テ
地
下
資
源
ノ
根
本
指
針
タ
ル
ベ
キ
ヲ
目

的
ト
ス
・

本
年
度
実
施
セ
ル
図
幅
鉱
床
調
査
ハ
内
業
ヲ
合
セ
テ
其
数
五
ナ
リ
・
図
幅
名
、
調
査
員
其
他
左
表
メ
如
シ
。

（
図
幅
名
）

船釜勝

間

津石回

ご
、
図
幅
鉱
床
調
査

近河山
同

（
調
査
員
）

藤野回

信義
品．

Eロ

外

業

期

輿

年

－）苅

前

度

ネL

『

自

八

月

七

日

昭
和
十
七
年
一
至
十
二
月
九
日

昭
和
十
七
年
（
割
払
一
朋
J
t
m

間

了

報幡大精
告他弘査
書合、鉱
ノ、計牛床
昭三ノハ
和十子勝
十鉱、豊
八山成、
年ナ安勝
十リ、英
ニヰ、
月福瀬
完、戸
了千、
ノ種金
予、掘
定金、
谷小
、金
八

（記

事

報通山墨精
告鉱2ヲ査
書山ミ5産鉱
ハ~、ス床
昭e上Jレハ
和其宝神金
十他鉱問、
七十山鉱銀
年九2山
九鉱君、鉛
月山さ天、
完ナ、生亜
成リ稲鉱鉛
セ越山、
う鉱（蒼
山）鉛

き宮古枇
晴、

神鉱石

報長沢産精
告者ノス査
書森諸Jレ鉱
ハノ鉱大床
昭諸山谷ハ
和鉱、山釜
十山金 、石
八ナヲ大2
年リ産槌5
度ス、、
完 Jレ前大
了六川議長
' ...、〆圏、

争寛吉想
定、皇／
釜、偽
石両論
、石満
解、俺
天金ヲ



平

本

脇

町

宮

本

弘

道健

＼
自
八
月
十
二
日

昭
和
十
七
年
〔
至
十
二
月
十
二
日

調

）

、

岩

手

炭

鉱

）

、

高

峰

鉱

山
（
金
〉
、
三
根
鉱
山
（
水
鉛
）
、
鳥
越
鉱
山
（
満
俺
）
其

他

外

業

未

了

ナ外高精

業時譲
先東床
ナ山ハ
Jレ、含

ヲ白銅
以竜硫
テ其イ七
次他鉄

産計鉱
十及
継鉱満
続山俺
ナ鉱

Lノ

ア

久
万ミ

本
調
査
ハ
昭
和
十
六
年
度
ヨ
リ
実
施
セ
ル
事
業
ニ
シ
テ
鉄
鉱
及
ピ
製
鉄
鋼
用
鉱
物
ノ
国
内
資
源
ヲ
速
カ
ニ
探
求
シ
テ
以
ツ
テ
開
発
ニ
資
ス
ル
ヲ
目
的
ト
ス
。

本
館
度
二
於
ケ
ル
実
施
件
数
、
調
査
員
業
他
ハ
左
ノ
如
シ
9

調

3長

｛牛

名

、

新
潟
、
福
井
、
兵
庫
、
熊
本
、

高
知
、
徳
島
、
和
歌
山
及
京
都

府
下
ノ
製
鉄
用
煉
瓦
珪
石

成ト製
鏡シ鉄
南テ用
道ノ廻
ノi劉転
石鮮撞
英平内
片安張
岩南耐
道火
、材

山三
、
鉄（

調
査
員
）

末平

昭
和
十
七
年
（
羽
村
朋
叶
旭
一
同
一

鉱

調

査

外

期

間

業

野

昭
和
十
六
年
＼
自
十
月
十
六
日

F

至
十
一
月
廿
四
日

悌

｛ 

/" 

山

健

昭
和
十
六
年
（
到
弘
一
朋
什
一
一
間

四
、
特
別
調
査
ハ
官
民
受
託
ヲ
含
ム
〉

成

果

概

要

ノ

製
鉄
用
珪
石
煉
瓦
ノ
主
要
原
料
タ
ル
赤
臼

珪
石
ノ
成
因
ヲ
明
カ
ヱ
シ
ソ
ノ
開
発
信
一
ツ

キ
テ
指
導
セ
リ

シ石粒
ソ英鉄
ノ片製
鉱岩造
量ト、
、間廻
品等転
位ノi温
ヲ性内
明質張
カノト
ニモシ
セノテ
リヲ独
調逸
査震

本
調
査
ハ
図
幅
調
査
、
図
幅
鉱
床
調
査
以
外
二
於
テ
緊
急
ト
認
メ
タ
ル
調
査
事
項
ニ
就
キ
急
速
ナ
ル
調
査
ヲ
施
行
シ
地
下
資
源
ノ
関
発
ヲ
一
一
層
円
滑
ナ
ラ
シ

ム
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
。
倫
官
民
ヨ
リ
申
請
セ
ル
受
託
調
査
ヲ
モ
含
ム
モ
ノ
ト
ス
。

本
年
度
実
施
セ
ル
調
査
件
数
其
他
左
表
ノ
如
シ
・

、1



（
調
査
件
名
）

宮
城
県
砂
金
鉱
山
銅

鉱
床
調
査

蒙
彊
烏
珠
穆
泌
炭
回

調
査

蒙
彊
上
花
園
炭
田
調

査ニ山埼
ツ町玉
ケ字県
Jレ湾入
鉱ノ間
業入郡
所西毛
武呂

福
島
県
石
川
郡
狸
森

紅
柱
石
鉱
床

北
海
道
日
高
国
及
ピ

胆
振
国
格
魯
誤
鉱
床

広
島
県
勝
光
山
地
方

ノ
明
輔
君
石
鉱
床

島
根
県
鹿
足
郡
木
部

村
不
動
鉱
山
銅
鉱
床

山山鳥
口口取
県県県

番長若
部登松
鉱鉱鉱
山山山

（
調
査
員
）

田

中

元

之

進

田

中

元

之

進

田

中

元

之

進

田

中

元

之

進

末

野

期片

山

片

山
．
信

Ill 

崎

悌
純信

外

業

期

ム
ノ、

」
自

七

月

十

日

昭
和
十
七
年

〆
至
七
月
十
八
日

』
自

八

月

十

日

昭
和
十
七
年
一
至
十
二
月
廿
一
日

「
自

八

月

十

日

昭
和
十
七
年
一
至
十
二
月
サ

一
日

昭
和
十
八
年

（
自
二
月
廿
五
日

戸
至

二

月
廿
八
日

昭
和
十
八
年
人
自

三

月

十
一
日

戸
至
三
月
十
四
日

良E

昭
和
十
七
年

～
自

六

月

六

日

〆
至
九
月
サ
八
日

夫

昭
和
十
七
年

一
勤

地

朋

官

印

夫

昭
和
十
七
年

（
封
机
朋
什
子
間

湾

＼
自

九

月

十
八
日

昭
和
十
七
年
戸
至
十
月
一
日

間

四
概

成

果

要

ノ

砂
金
銅
山
ノ
残
鉱
賦
存
状
態
ヲ
明
カ
ニ

シ
、
今
後
ノ

採
鉱
及
ピ
採
鉱
方
針
ニ
ツ
キ
指
導
ス
ル
所
ア
リ
タ
リ

受
託
調
査
（
川
畑
敬
二
申
請
）

キ旦炭
指ツ回
導埋地
セ蔵域
リ量ヲ
受並精
託ニ査
調炭シ
査賀、
盆ヲ炭
室明回

世塁
塁シ状

己鰐
方明
針カ

ツシ

下
花
園
炭
田
並
ニ
上
花
園
炭
田
ニ
亘
ル
地
域
ヲ
調
査

シ
炭
田
ノ
分
布
範
囲
ヲ
予
察
シ

E
ツ
炭
質
ヲ
明
カ

二

シ
探
鉱
及
ピ
採
鉱
方
針
－
一
ツ
キ
指
導
セ
リ
受
託
鶏
査

（
興
亜
院
嘱
託
）

及並ヲ鉱
ピニ算区
探原出並
鉱石シニ
方ノ、其
針耐旦ノ
ヲ火ツ四
指度ニ辺
導ヲツヲ
セ明ケ調
リカル査
ニ及シ
シピ鉱
今コ床
後パ分
:; Jレ布
活ト並
用ノニ
方品鉱
面位丞

鉱
床
ノ
賦
存
状
態
及
ビ
鉱
量
ヲ
明
カ
ニ
シ
、
稼
行
方

針
ニ
ツ
キ
テ
指
導
セ
リ

ニツ質倉区
資ケ鉱、域
セJレ床其内
リ及ヲ他ノ
ピ調合糠
右査計平
左シ二、
府併十木
石セノ村
綿テ絡、
ノ区魯日
両域議高
鉱内鉱、
山ニ床八
ヲ存及回
調スピ、
査Jレ附日
シ北近東
，増海ノ
産ニ地本

賂
焼
加
里
肥
料
原
鉱
ト
シ
テ
ノ
明
磐
石
ノ
鉱
量
及
ピ

平
均
品
位
ヲ
明
カ
ニ
シ
テ
、
開
発
ニ
資
セ
リ

採
鉱
方
針
ニ
ツ
キ
テ
指
導
ス
ル
所
ア
リ
タ
リ

鉱
床
賦
存
状
態
ヲ
明
カ
ニ
シ
テ
増
産
方
針
戸
一
ツ
キ
テ

寄
与
ス
ル
所
ア
リ
タ
リ



銀上水鉱繋北
鉱閉銀山町海
山伊鉱及イ道
．郡山置ト北
艇、戸ム見
子岩町カ国
館手置水留
水県戸銀辺

静
岡
県
賀
茂
郡
仁
科

村
白
川
鉱
山
明
磐
石

岩

生

周

夫

昭
和
十
七
年
~九一、

至自

十九

月月
-::If!-
十
日日

上
記
各
鉱
山
ニ
オ
ケ
ル
各
品
位
ノ
鉱
石
ノ
鉱
量
ヲ
明

カ
ニ
シ
採
鉱
方
針
ニ
ツ
キ
テ
指
導
シ
開
発
ヲ
促
進
セ

凶
円
ノ関ヲ加

発調里
ノ査及
基シピ
礎、ア
ト鉱Jレ
セ量ミ
リ及原
ピ鉱
鉱ト
床シ
ノテ
形ノ
態明
ヲ型車
明石
カノ
ニ新
シ鉱
、床

片

山

信

間
和
十
八
年
（
到

一

月

四

日

一
月
廿
三
日

以
上
ノ
外
石
井
清
彦
技
師
ハ
長
野
県
食
塩
泉
ニ
就
キ
調
査
シ
、
岩
生
周
一
技
師
ハ
時
局
要
員
養
成
ノ
タ
メ
福
島
、
茨
減
、
栃
木
県
下
ニ
於
テ
指
導
ヲ
ナ
シ
、

末
野
悌
六
技
師
ハ
茨
城
県
下
ノ
過
塩
基
性
岩
及
ピ
熊
本
県
下
ノ
「
ニ
ッ
ケ
ル
」
鉱
床
ニ
ツ
キ
テ
調
査
セ
リ
。

昭
和
十
七
年
七
月
十
七
日
ヨ
リ
昭
和
十
八
年
三
月
二
十
一
日
マ
デ
ノ
期
間
ニ
於
テ
紺
野
芳
雄
技
師
、
別
所
文
吉
技
師
、
千
藤
忠
畠
技
師
、
早
川
典
久
技
師
ハ

海
軍
嘱
託
ト
シ
テ
占
領
地
区
ニ
於
ケ
ル
応
急
資
源
調
査
ニ
従
事
セ
リ
。

燃

料

地

質

調

査

一一、

（
第
三
部
担
当
）

一
、
油
田
地
質
調
査

本
調
査
ハ
地
質
ヲ
精
査
シ
以
テ
石
油
ノ
集
積
ニ
適
当
ナ
ル
地
質
構
議
ヲ
探
査
ス
ル
ヲ
目
的
ト
シ
、
説
掘
ノ
位
置
及
ピ
其
深
度
ノ
撲
定
ニ
資
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ

ニ
シ
テ
本
年
度
ニ
於
テ
ハ
人
員
ノ
関
係
上
左
ノ
？
地
区
ニ
就
キ
之
ガ
調
査
ヲ
実
施
シ
下
記
ノ
成
果
ヲ
得
タ
リ
。

〈
油
田
名
）

4

新
潟
県
黒
川
池
田

片

山

勝

技

師

（
調
査
員
）

•; 

外

業

期

間

昭
和
十
七
年
（
盟
主
問
一
耳
目

査ノ黒
ニ試Ill
関錐泊
シノ回
テ位ー
ハ置部
更及ノ
ニ深層
明度位

差ヲ及
決ピ
禁定構
セ造
ノリヲ

~~~ 
ナ油シ
リ田
ノ将
精来

成

果

概

要）

五



ご
、
特

j}lj 

調

査

7丈

. ' .. 

本
調
査
ハ
油
田
地
質
調
査
以
外
ニ
特
ニ
必
要
ニ
応
ジ
石
油
、
天
然
瓦
斯
、
石
炭
、
地
下
水
ニ
関
ス
ル
調
査
ヲ
施
行
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、

官
民
ノ
申
請
ニ
係
ル

受
託
調
査
ヲ
含
ム
。

（
調
査
件
名
）

蒙
彊
張
家
口
附
近
工

業
用
水
調
査

秋
田
県
由
利
郡
道
川

村
試
錐
地
調
査

新
潟
県
刈
羽
郡
田
尻

村
試
錐
地
調
査

長
野
県
下
伊
那
郡
鹿

塩
村
附
近
塩
泉
調
査

省省原中
磁新商華
県泰山民
炭炭炭国
田回国山
調 、お西
査向山省
北東太

新
潟
県
刈
羽
郡
田
尻

村
試
錐
地
調
査

新
潟
県
刈
羽
添
田
尻

村
試
錐
地
調
査

静
岡
県
志
太
郡
焼
津

暫
一
近
天
然
瓦
斯
調

（
調
査
員
）

三

土

技

師

片
山
（
勝
〉
技
師

片
山
（
勝
）
技
師

片
山
（
勝
）
技
師

松
e

沢

技

師

片
山
（
勝
）
技
師

片
山
（
勝
）
技
師

片
山
（
勝
）
技
師

三

土

技

、
飾

外

期

閥

昭
和
十
七
年
業－－、ー、

至自

七五

月月
十
一九

日目

昭
和
十
七
年
｛
封
一
…
朋
付
炉
問

』
自
七
月
十
六
日

昭
和
十
七
年

戸
歪

七

月

十
九
日

『
自

七

月

廿
二
日

昭
和
十
七
年

戸
至

八

月

八

日

自
昭
和
十
七
年
九
月
二
十
日

歪
昭
和
十
八
年
三
月
二
十
四
日

昭
和
十
七
年

」
自

九

月

四

日

－至

九

月

七

日

岡
和
十
七
年

「
自

十

月

サ
二
日

二
重
十
月
廿
五
日

＼

一
月
サ
六
日

昭
和
十
八
年
（
封

二

月

九

回

『
自

二

用

－

昭
和
十
八
年

二
宮
一
二
月
二
日

成

果

概

張
家
口
附
近
ノ
地
下
水
ヲ
調
査
シ

清
水
供
給
ノ
計
鏑
ヲ
樹
立
セ
リ

裁
錐
予
定
地
ヲ
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定
員
外
融
員

第
十
六
軍
政
監
部
附

悶

退

官

地
質
調
査
所
技
師

同

殉

職

地
質
調
査
所
技
師

死

亡

地
質
調
査
所
投
手

嘱

託

北
海
道
帝
国
大
学

助

教

授

聞
旅
順
工
科
大
学
教
授

本
年
度
ニ
於
ケ
ル
経
費
ハ 池

辺

t主

展

西

川

与

志

男

古小

宮
沢
山

実湛

波

江

野

清

蔵

服

部

信

佐

d令

保

石

橋

正

夫

小

倉

勉

本

間

不

二

男

二
、
経

同第
一

南

遺

艦

隊

司

令

部

附

地
質
調
査
所
技
手

同同同

雄

問朝
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総

督

府

地
質
調
査
所
長

費

野

保

口
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純
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常
地

質
俸事

時

部

油
田
地
質
調
査

俸事

業

地
質
鉱
床
調
査

俸
ー
事

業

関

増

加

分

俸

給

事

業

費

鉄
鉱
及
製
鉄
用
鉱
物
資
源
調
査

俸

給

事

業

費

鉱
床
水
脈
受
託
調
査

俸事 、、

経

調音E

査

臨
地
質
調
査
所
輯
報

業

費給費給費給

業

費給
三
、
出

七
一
、
二
六

四
a

、
一
六

五七
七九

五八
一七
一九

六
六
、
三
七
一

一
九
六
、

O
四
七

一
四
、
四

0
0

八
八
、
五
六
O

一
七
、
四
六
O

八
七
、
三

0
0

五
、
四国

版

物

同

｝ 

以
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第

二

号
禄
和
野
図
幅
地
質
調
査
所
概
報

新
潟
県
柏
崎
平
野
に
於
け
る
銭
錐
結
果
（
第
一
報
）

積
算
台
を
用
ひ
て
体
積
比
を
求
め
る
場
合
の
注
意
二
つ

ア
ス
カ
ニ
ア
重
力
計
の
特
性
に
就
て

大
地
抵
抗
測
定
の
一
方
法
（
複
ニ
極
法
の
提
唱
）

第

三

号
鉄
鉱
床
ニ
・
三
（
永
戸
、
占
見
、
小
諸
鉱
山
）

日
光
火
山
及
塩
原
火
山
の
地
質

見
出
国
比
抵
抗
法
に
於
け
る
基
礎
的
問
題

重
力
偏
差
及
磁
力
異
常
の
解
析
法
に
就
て
・

物
理
探
鉱
調
査
報
告

第

四

号
新
潟
県
水
原
町
地
方
地
震
探
鉱
調
査
報
告

同

重

力

探

鉱

調

査

報

告

問
潟
町
村
地
方
地
震
探
鉱
調
査
報
告

同
大
口
油
田
地
震
探
鉱
調
査
報
告

第

五

号
秋
田
県
能
代
油
田
電
気
及
地
震
探
鉱
謁
査
報
告

秋
悶
県
八
森
油
悶
電
気
探
鉱
調
査
報
告

北
梅
道
安
平
村
電
気
探
鉱
調
査
報
告

泊

回

図北
海
道
援
老
油
困
地
形
及
一地
質
図

秋
田
県
潟
西
泊
岡
地
形
及
地
質
図

設技技技技技技技技技技技技技技技技技技

節節師師師師師師師師師師師師師師師飾的

福淵末池宮

永田野辺本

三陸悌畏弘

郎円六生道

佐淵岩千

藤

忠
生

周
回

隆

藤

光

之

助門一国

波波淵波

江

野

清

回

隆

江

野

清

江

野

清

蔵蔵門蔵

紺紺紺波

江

野

清

野

芳

野

芳

野

芳

雄雄雄蔵

遠竹
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六平

郎｝

ー
－ 
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秋
田
県
七
庄
油
田
地
形
及
地
質
図

新
潟
県
川
口
油
田
地
形
及
地
質
図

新
潟
県
竹
沢
油
田
地
形
及
地
質
図

地
質
調
査
所
輯
報
（
別
輯
）

第

一

号
北
海
道
北
見
国
常
呂
郡
常
呂
鉱
山
鉱
床
調
査
報
告

岩
手
県
砂
子
沢
鉄
山
鉱
床
調
査
報
告

兵
庫
県
但
馬
鉄
鉱
山
概
要

本
邦
中
生
層
中
の
含
満
俺
鉄
鉱
床

本
邦
満
俺
鉱
床
調
査
概
報
（
第
一
報
）
長
野
県
木
曽
福
島
町
附
近

同

（

第

二

報

）

北

海

道

北

見

国

南

部

地

域

同

（

第

三

報

）

石

川

県

能

登

地

方

満

俺

鉱

床

北
海
道
稲
倉
石
鉱
山
鉱
床
調
査
概
報

飛
騨
（
吉
城
）
の
金
銀
鉱
床
の
一
、
二
と
其
特
性
に
就
て

熊
本
県
石
綿
調
査
概
報

長
野
県
石
綿
調
査
概
報

長
野
県
並
に
富
山
県
下
に
於
け
る
珪
石
、
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
の
磯
土
頁
岩
利
用
状
況
調
査
報
告

兵
庫
県
並
に
山
口
県
下
に
於
げ
る
明
饗
及
チ
タ
ン
鉄
鉱
利
用
状
況
調
査
報
告

北
海
道
渡
島
国
亀
岡
郡
に
於
げ
る
物
理
探
鉱
施
行
候
補
地
調
査
概
報

第

二

号

、

地
質
調
査
所
に
於
け
る
物
理
探
鉱
実
施
状
況

地
質
調
査
所
報
告

第

一

号

別
輯

技技技技技技技技技技技投技技技技技

師師師師師師師師師師師師師師師手師

二
回金金遠薗薗近古吉吉吉吉湾吉吉別北石
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所

文
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北
海
道
日
高
国
様
似
郡
ニ
ッ
ケ
ル
鉱
床
調
査
報
文

宮
城
県
丸
森
水
鉛
鉱
山
鉱
床
調
査
報
文

北
海
道
国
富
鉱
山
地
質
調
査
報
文

第

二

号
福
島
県
大
森
鉱
山
鉱
床
調
査
報
文

福
島
県
杉
峠
鉱
山
金
鉱
床
調
査
報
文

第

三

号
石
川
県
金
沢
市
附
近
砂
金
鉱
床
予
察
調
査
報
文

福
井
県
遠
敷
郡
北
川
流
域
砂
金
鉱
床
調
査
報
文

第

四

号
新
潟
県
鉱
物
資
源
調
査
報
文

四
、
文

庫

技技技技技技技技

手師師師締師師師

吉赤石

回木弁

清

次健彦

赤赤

木木

貞

健健健健

電

箇

処

数

本
年
度
内
ニ
於
テ
本
邦
ノ
官
庁
・
大
学
・
学
会
・
博
物
館
等
ノ
交
換
先
ヨ
リ
図
書
ノ
寄
贈
ア
リ
タ
ル
ハ
五
十
四
筒
処
ニ
シ
テ
受
入
箇
処
及
図
書
数
左
ノ
如
シ

交

五
四

換

先）

官

庁

八

大
学
、

学
会
、

図

書

館

等

会

社

計

地
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入ニ図

図報

赤赤

木木

五
丸4

本
年
度
内
、
交
換
先
以
外
ノ
箇
処
ヨ
リ
図
書
ノ
寄
贈
ヲ
受
ケ
タ
ル
モ
ノ
二
十
四
箇
知
、
個
人
ノ
好
意
ニ
ヨ
リ
貴
重
ナ
ル
図
書
ノ
寄
贈
ア
リ
タ
ル
モ
ノ
八
件
ア

リ
、
何
レ
モ
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所
ノ
事
業
上
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益
ナ
ル
資
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テ
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感
謝
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ヘ
ザ
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ

薗

部

書文

類
一
三
四

二
八
二

四
七
五

二
五
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筒

先
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学
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学
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図

書
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等

会
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個
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図
書
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i
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2
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同

HEロ
R
7
M
g
g
o
o－
斉

藤

正

次

ボ

リ

ピ

ア

鉱

床

地

図

百

万

分

一

（

附

録

共

）

外

五

点

太

平

洋

応

用

鉱

物

協

会

図巳

E
g
n田
口
俊
時
三

8
の
g宮
崎
町
告
白
骨
戸
、
宮
内
同

o
n
v
E担
ぐ
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M
〈
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M
1同

R
・
N
・
5
A
E
・

片

山

信

夫

二

十

万

分

一

地

質

図

説

明

書

宿

毛

外

七

点

小

寺

房

治

郎

一

千

万

分

一

太

平

洋

全

図

外

二

点

山

根

新

次

地

形

学

原

論

三

野

与

吉

ペ

ル

シ

ャ

湾

沿

岸

石

油

事

情

三

菱

石

油

株

式

会

社

故
中
村
正
義
学
土
地
質
学
吉
生
物
学
著
作
集

，

鈴

木

好

－

南

方

鉱

物

資

源

外

二

八

点

海

外

鉱

業

協

会

外
国
ノ
交
換
先
ヨ
リ
図
書
ノ
寄
贈
ヲ
受
ケ
タ
ル
バ
何
レ
モ
報
文
ニ
シ
テ
満
洲
国
地
質
調
査
所
五
、
バ
ン
ド
ン
地
質
調
査
所
て
満
洲
国
立
中
央
情
物
館
て

新
京
工
業
大
学
て
上
海
自
然
科
学
研
究
所
一

O
、
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
ヨ
リ
二
冊
ア
リ
。
其
他
大
陸
科
学
院
ヨ
リ
一
二
、
満
洲
地
質
協
会
ヨ
リ
ニ
冊
寄
贈

セ
ラ
レ
タ
リ
。

本
邦
ノ
官
庁
、
大
学
、
図
書
館
、
博
物
館
、
会
社
及
個
人
ユ
対
シ
本
所
尚
版
物
ヲ
発
送
シ
タ
ル
ハ
交
換
先
五
十
一
箇
処
、
英
他
三
百
五
十
五
箇
処
ニ
シ
テ
寄
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図
書
及
部
数
左
ノ
如
シ
・

（

交

換

先

宮大
学
、
学
会
、
図
書
館
、
博
物
館
等

会

計

官其大

学
、
学

会
、
図

書

館

会個

計

L>. 
口

庁他等

面

庁社社

購
入
図
書
ハ
地
図
四
点
、

書
籍
百
二
十
三
冊
ナ
リ
。
即
チ
左
ノ
如
シ

（

地

質

地
質
学
、
地
理
学
ニ
関
ス
ル
モ
ノ

化
学
及
其
応
用
ニ
関
ス
ル
モ
ノ

物

理

探

鉱

ニ

関

ス

Jレ

モ

其合

他計 人計ノ

処 、図

数
－
七
三
五
五

凶

O
六

地

一六四
五/¥ 。，，、四九

（
地
質
調
査
所
輯
報
）

形

図

書

一一六四
五八。/¥ 五九七五六

四
O
七

絡五
六d五五

二
四
一一一一一

七



地

質

調

査

所

職

員

技所

第

部
長
事
務
取
扱

技

師

技

師

技技兼

務

技

嚇嘱嘱嘱

第

部

長

技

師

策

興

亜

院

技

師

技

師

技
師
兼
商
工
技
師

兼

技

務

師長師師鰯託託託

山
山松吉岩小石佐

橋 4
根部村 根生
新

次
新

沢出

泰周保正

託

植

村

発

巳

男

倉

鋪

石岩木/¥ 

部村木 井生

清周多次

次勲博明雄夫勉彦平

〈
昭
和
十
八
年
三
月
末
現
在
）

技技技兼技嘱嘱嘱嘱技技

務

技

技
師
兼
商
工
技
師

技

男

兼

務

師師

山 田

中

元

之

進

節

師

阜

JI I ・回

典

手

鈴

木
柏

木

重

次

郎

川

夫

師託

石

託

大

託

坂本

閥

不

二

男

託郎

末

師

宮藤

師

紺

達俊

江本

峻

野

悌

本

弘

回

/¥ 

野

芳

技
師
兼
東
北
帝

国
大
学
助
教
授

技

師

久夫良E雄ムノ、道良E雄

技兼明嘱嘱境重技技主責技

務務

技技

二
八

師師託託託託師師師手

河千平金関鈴立佐jjU 高鈴

野藤山
原口木藤所木池

義

礼

忠

昌健

均俊

太

好

I 

岩

巌

＝宅

止

文

士ロ

畠

彰

遥

夫

正

忠



技技部技技技技技技技技技技技技技部技

官事第第

師師長
四

師締師師手手手手手手手
五

手師長手

/¥ 育紺飯福栗直自杉八

坂

英

一

金土伊相鈴

見木

山

コーも

部
木地

部野田永原井山持
藤

部
回

次清芳汲重正

土

友

子
r,.. ...,. 遥角千

穏
男彦雄事民E利作忠紀郎純範毅夫治

技兼技技技技技設技技技技嘱技技技

務

技

臨師師踊師師手手手手手手

金松淵守力日単管半松金井

原田屋来Ill 井フじ井上 沢

均
］
一

＠
 

経益正
福
康重忠 ＆光

託

松

尾

治

三

郎
武

手

松神

沢村

米

谷

菊

太

郎
竜

手手

秋

野

梅

太

郎
Fヨ男

技嘱技技

~~ 

技
師
兼
商
工
技
師

技

巳久惇人明行雄造

兼技技技技技技嘱技技技

務

師託

松河

回
井

寛

五

e~ 

師

佐

藤

光

之

助
朗

師師手手手手手手託手手手
二
丸

村高/¥. 室竹野姥渡広野笹鈴

上安木住回！
 
i
 
j
 
辺沢松原

義俊

輔

次

男

正

義

民

笑

口

勝

親

治

光

樹

経

夫

口

高

直

蔵

栄

雄

木

昇



ヨ車

校技技技技技技技嘱

第

部

長

技
師
兼
商
工
技
師

技

手

技

庶

属属課

兼

商

工

属

属贋

手手手手手

森山鉄徳和

羅蔵回
守

之

助

下

和勝

草

深

源

三

郎
政

手手手託
-L... 
ノ、

手
務
長

高茅山平困藤

木山
部

塚畑谷
課

芳

田

隆政吉

佐

藤

友

治

郎

笹

託

竹荒

中弁

正村

技

章

技

夫

技

治

技

男

技技

虫E

技

夫

技

正治

技

治

技属

力

属

男

技

手手手

萱金

間i
 
l
 
j
 
子

泰晴政

窪

木

時

雨

郎

末

手手手手手

力日鈴磯磯

藤木椅

俊
巳

代

次

互二．

手

石

田

与

之

助

手手

~t 佐河松

島藤野崎

東輝美

雄

技

男

授

利

技技

良E吉

技技技

良E

嘱技

Jl!B 

技属嘱

房

9回

手l

。
水

野

手

加

身

美

時

寛
初

手手

橋

本

与

太

郎
芳

紀

手手託手手手託

宮安村浅磯湾秋葛

沢尾丸関藤本西
室

豊

目

軍医

正

勝

隼

太

野

清雄

竜

雄

熊

沢

銀

次

郎
英



昭
和
十
七
年
七
月
十
五
日
印
刷
（
第
百
二
十
六
号
）

昭

和

十

七

年

七

月

二

十

日

発

行

昭
和
十
九
年
十
二
月
二
十
五
日
印
刷
〈
第
百
二
十
八
号
）

昭
和
十
九
年
十
二
月
三
十
日
発
行

昭
和
二
十
九
年
十
二
月
一
日
印
刷
（
再

昭
和
二
十
九
年
十
二
月
五
日
発
行
地

版

質

調

査

所

編

nul 

rrr 

日
開
叩 東

京

都

台

東

区

東

黒

門

町

三

番

地

者

国

中

f:fl 

開
相
東

京

都

台

東

区

東

黒

門

町

三

番

地

和

堂

所

田

中

幸

纂
春

i::n 

美

刷

所


	v125-001表紙
	v125-002目次1
	v125-003目次2
	v125_001
	v125_002
	v125_003
	v125_004
	v125_005
	v125_006
	v125_007
	v125_008
	v125_009
	v125_010
	v125_011
	v125_012
	v125_013
	v125_014
	v125_015
	v125_016
	v125_017
	v125_018
	v125_019
	v125_020
	v125_021
	v125_022
	v125_023
	v125_024
	v125_025
	v125_026
	v125_027
	v125_028
	v125_029
	v125_030
	v125_031
	v125_032
	v125_033
	v125_034
	v125_098目次1
	v125_099目次2
	v125_101
	v125_102
	v125_103
	v125_104
	v125_105
	v125_106
	v125_107
	v125_108
	v125_109
	v125_110
	v125_111
	v125_112
	v125_113
	v125_114
	v125_115
	v125_116
	v125_117
	v125_118
	v125_119
	v125_120
	v125_121
	v125_122
	v125_123
	v125_124
	v125_125
	v125_126
	v125_127
	v125_128
	v125_129
	v125_130
	v125_130a奥付

